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ので、今後は社外の講習会へも積極的に参加し、技術と知識の向上を

努めていく事が必要ではないかと感じました。 
＜リーダー所見＞岩登り訓練は定期的に実施し、岩の感触や手際よい

ロープさばき・確保のセッティングなどを身体に覚えさせる必要があ

ると思う。今回、若手の参加で有意義なトレーニングになったと思う。

感覚であり、初心者は一度経験しておいても良いのではないかと感じ

た。 
＜感想＞岩は登る為の知識や技術が必要であり、技術が無ければ登っ

てはいけないと思うが、実践なくしては技術は身に付かない。確保技

術やザイルワーク等は、岩に限らず山登りに必要な技術であると思う

〈報告〉南山ロックガーデンにて岩登り訓練を行った。８時４０分着、前日の雨の影響で南山は空いてい

た。女岩は無人。男岩へ足を向ける。男岩には豊田自動車山岳部さんが６名(内、新人２名)程で岩登り訓
練をしていた。トヨタさんと並びデンソーも練習を始める。デンソーとしては久しぶりの岩登り訓練であ

る。まず、①各自自己ビレイ②トップ(亀山さん)登攀、③トップがセカンド（山田さん）を確保、④セカ
ンド登攀、セカンドが頂上で完了後亀山さんの指導の元、後ろに続くクライマーを確保。頂上での自己ビ

レイ、セカンドの確保、降りは懸垂下降。すべて基本中の基本なのだが、机上の知識だけでは足りない判

断力と技術、経験不足を痛感する。各自２本ずつ登り降りした。トヨタさんは午前のみの練習で帰ってい

ったが、私たちは午後からの訓練の為、昼休憩とした。その場に居合わせたクライマーとの会話に華が咲

き、長めの昼休憩となった。午後は冬登山靴にアイゼンを付けて登攀練習。各自２本。時期的に冬山を想

定してか、その日は他パーティーでもアイゼンでの男岩を練習している人たちがいた。今回(記憶にある限
り)初めてアイゼンを付けての岩登りを、訓練の一環として行ったが、足運び、アイゼンの利き等は未知の
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真ん中あたりで３ルートをセット。 
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１０月１４日（土） 
８：４０ 南山ロックガーデン着 
９：００ クライミングシューズ＠男岩 
１２：１０ 昼休憩 
１４：００ 登山靴＆アイゼン＠男岩 
１６：４０ 終了 
 


